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中部を将来航空宇宙ビジネスの発信地に！
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アジアの国際航空宇宙展シリーズ  第6回「AEROMART天津 2011」

1．AEROMART 天津 2011の概要
仏の展示会社BCI（Business Convention International）社が航
空宇宙展示会として開催するAEROMARTは、2007年から中国
市場に進出し第1回目を北京、第2回目2009年を天津で開催、
その後も天津にて隔年開催していく予定のようである。　

AEROMARTは中国の他、仏トゥールーズと加モントリオール
でも開催されている。展示は屋内のみであるが、SME（Small 
and Medium Enterprises）構築を主眼に置いたFace to Faceミー
ティングや、カンファレンス、近隣地区の航空産業地域の視察ツアーなどB to Bプログラムを
実施し展示会内容の充実を図っている。
また天津にエアバスA320の最終組立工場があるためエアバス社の支援があること、さらに

は中国航空工業総公司（China Aviation Industry Corporation）が民間航空機開発の各種シンポジ
ウムを予定しているなど現地のアピールも活発である。

2．前回2009年の実績
天津2009は4月20日（月）～ 24日（金）の5日間に渡って開催され、出展者は400社余り、来場
者は約20,000人であった。出展者の内訳は、EADS社、ボーイング社、ボンバルディア社、R&R社、
GE社等の世界の主要航空機製造企業及び現地中国の中小企業、またGIFAS（仏）やADS（英）等、
海外工業会の参加もあった。日本からはSJACのみ出展を行いJA2012の勧誘活動を行った。
前半3日間は、天津市の濱海（びんかい）国際展示場にて展示会とエアバス天津工場や近隣

の企業を視察するツアーが開催され、後半2日間は、西安市や北京市の航空機やエンジン工場
の視察が実施されるなど、より活発な商談に結びつくよう主催者の工夫が施されていた。また
開催地である天津市濱海新区とエアバス社が後援団体となり、盛大なレセプションと様々なセ
ミナーが実施され、展示会を盛り上げていた。
なお詳細については以下のHPにアクセスされたい。
http://www.bciaerospace.com/tianjin/index2.php

3．フォトギャラリー（2009年 AEROMART天津より）

《筆者による採点》
　魅力度（5段階評価）  

★★★　　
★★　　　
★★　　　
　　－　　
　　－　　

項　目
知名度（規模）
海外出展者数
海外来場者数
飛行展示機数
屋外展示機数

本年4月に入会させていただきました中菱
エンジニアリングの松並でございます。
弊社は三菱重工業のグループ会社で同社グ
ループの中部地区におけるすべての事業（航
空宇宙・冷熱・産業機器）に関わる技術作業
全般を支援しております。

1974年創業以来、本年10月で36年になりま
すが、航空宇宙分野の売上比率が発足当時の
3割から7割と大半を占めるようになりました。
このたびの入会で、既に航空労協に加盟して
いる労組とともに、会社としても名実とも航
空宇宙業界の一員となれたとの感慨を抱いて
おります。
この間、我々の役割分担も大きく様変わり
し、技術・経営両面とも、自立・自律を求め
られ、重工グループとしての成果を最大・最
適とする動きとなるよう務めております。
我々の活動拠点の中部地区（Greater Nagoya）

は我国航空宇宙産業の最大の集積地であり、
大型民航機／エンジン国際共同開発生産、
H-ⅡB／ HTV開発実用化、MRJ国産開発、
C-X／ P-X／ F-X／技術実証機等防衛省プロ
ジェクト、等々、次代を担う夢多き事業がこ
の地で展開されており、官民挙げての更なる
基盤強化も図られております。
弊社も微力ながら、これらの殆ど全てに参
画させていただき、設計・解析のみならず、
ソフトウェア開発、試験業務、生産支援、プ
ロダクトサポートといった技術作業全般に対
応しております。
エンジニアリング会社としてのベースとな
る人財育成、技術力向上を通じ、中部の航空

宇宙産業の更なる発展に寄与できるよう、重
工グループのみならず、航空宇宙を支える／
支えようとされている諸機関・諸企業をサ
ポートすべく、現在実施していることは、東
尾張地域航空機産業活性化人材養成等事業
（名大CATIA等教育講座）への要員派遣、
NADCAP認定取得等、を実践しております。
激動を続ける世界情勢の下、加速度を増し
て進行しつつある産業構造の多様化・グロー
バル化に、先見性を持って、追随していく弛
まぬ努力が求められますが、やはり、大切な
ものは、下支えする基礎技術――人間で言え
ば幼児期に培われる人格形成的なもの――で
あり、これを育む環境・仕組みを会社・社会
ともども維持・改善していくことが肝要であ
ると考えています。これがなされてはじめて、
産業人としての人財育成が可能となります。
中部が航空宇宙ビジネスの発信地になること
を目指して、会社としてやれることを追求し
ていく所存です。
今後益々、グローバル化で市場や生産拠点
の流動化が進みますが、航空宇宙産業は元々
グローバルな事業であり、幸い三菱重工グ
ループ会社という恵まれた環境で事業をさせ
て頂いております。ここ中部を航空宇宙産業
の拠点として足場を固め、「空・宇宙からの
視点」で将来ビジネスを創生し、世界に発信
していける活力ある地域を目指す取組の一翼
を担いたいと考えています。
今後とも皆様のご支援をいただけますよう
お願い申し上げます。


